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小課題番号4.1

減災のための無線ネットワークに関する研究
キーワード





　　　　　　　　　

　　淺谷耕一＊
ルートダイバーシティ，RTT，スループット，4.9GHz帯無線
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１．はじめに

　大規模地震などの自然災害発生時に通常使用の通信システムの正常稼動が見込めなくなる．

　都市減災を支える情報インフラストラクチャは，広域に及ぶ情報を集積し，被災者に適切に提示することで，災害時の被害を最小化するとともに、早急な復旧を可能とすることを目的とする．

　本研究では，対策本部等から被災者に対する避難，帰宅支援のための情報提供のため、および復旧対策等に必要な情報収集、情報処理のための耐災性のある情報通信システム構築を目的とする．

　本稿では，工学院大学新宿キャンパスと八王子キャンパス間に構築した4.9GHz帯無線通信リンクの基本性能調査を行った結果について報告する．
２．無線システムの概要
　工学院大学新宿キャンパスと八王子キャンパス間に設置した無線システムの基本性能評価を行った．
設置した無線システムの性能評価系を図1に示す．無線システムの基本諸元を表1に示す（Arvarion社BreezaACCESS VL）．
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図 1 新宿-八王子キャンパス間無線システム構成
　評価項目としてRTT（Round Trip Time)とスループットを取り上げた．

表1　無線システム無線モデム部の主要諸元

	機能
	仕様

	周波数帯（GHz）
	4.900～5.000、5.030～5.091

	動作モード
	TTD（Time Division Duplex）時分割複信

	無線アクセス方式
	CSMA/CA

	チャネル

バンド幅
	10／20MHzシステム対応

	出力電力
	AU：31.6mW
	10MHzシステム：15.8mW/MHz

	
	
	20MHzシステム：7.1mW/MHz

	
	SU：15.8mW
	10MHzシステム：7.9mW/MHz

	
	
	20MHzシステム：3.5mW/MHz

	
	自動送信電力コントロール（ATPC）

	変調方式
	OFDM、アダプティブモジュレーション（自動）：BPSK、QPSK、16QAM、64QAM

	グロスビットレート（Mbps）
	アダプティブマルチレート(自動)：6、9、12、18、24、36、48、54

	受信感度
（アンテナポート）
	Modem速度 ： 9Mbps　　12　　18　　24　　36　　48　　54

	
	受信感度 ： -89dBm -86 -84 -81 -77 -73 -71

	
	最小SNR ： 6dB　　7　　9　　14　　18　　22　　23

	標準準拠
	IEEE802.3 CSMA/CD方式（Ethernet）


2.1　RTT性能
　測定日時は2009年12月3日22時30分‐23時30分である。測定間隔は0.01秒ごとのRTTを測定した．天候は曇りであった．

　測定結果を図2に示す．
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図2 RTT測定結果

（2009年12月3日22時30分‐23時30分）
2.2　スループット性能

　測定日時は2009年12月16日12時45分‐2009年12月17日12時45分である．測定間隔は0.1秒、天候は晴れであった．

　測定結果を図3、図４に示す．
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図3　スループット測定結果

（2009年12月16日12時45分‐17日12時45分）
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図4　スループット測定結果
（図3の測定開始時刻から60秒間）
３　考察
　RTT、スループット共に無線システムとしては安定的な性能が確認できた。4.9GHz帯では降雨等による減衰があるため天候によってはRTT、スループット共に影響を受ける可能性がある。

　長期間にわたる性能評価が必要である。
５．おわりに

　本稿では，都市減災を目的とした無線による情報ネットワークシステム構築のため、工学院大学新宿キャンパスと八王子キャンパス間に設置した無線システムの基本性能評価を行った結果について報告した．

　筆者らは工学院大学新宿キャンパスと早稲田大学大久保キャンパス間に2.4GHz無線LANシステムを構築し性能評価をおこない，2.4GHz帯の課題を明らかにした．［1］4.9GHz帯無線システムは2.4GHz帯野システムに比較すると好天候下での性能は安定していることを確認した。
　今後、4.9GHz帯無線システムの性能に対する天候の影響などを把握するとともに、工学院大学新宿キャンパス、工学院大学八王子キャンパス、早稲田大学大久保キャンパス間をつなぐルートダイバーシティを活かす減災ネットワークのルート制御法の研究と構築を進める予定である． 
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